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５月２４日（日）茨城県開発公社ビルにて、標記総会が順次開催された。 

【公益社団法人茨城県柔道整復師会定時総会】 

会員数 ３１２名   出席会員 ５３名 、委任参加 ８９名、 書面参加 １３０名 

定款第１８条の定足数を満たしているので本定時総会は適法に成立した。 

藁谷和彦副会長の開会の辞で始まった定時総会は、箱守志農夫会長があいさつ

され、会員の方々へ日頃のご協力に対し感謝を申し上げた。 

そして、中東情勢の不安定化などにより原油価格や穀物価格の高騰が続いている

影響と、患者調査等による来院患者数の減少などを挙げ、「会員の先生方は大変厳し

い財政運営に直面している。このような中、柔道整復療養費の令和８年度料金改定

（案）が示され、国は改定率を経済・物価高騰を踏まえた０．６０％のプラス改定と説明

しているが、その内容については、評価する部分とできない部分があり、このプラス

改定が正しいのか疑義を持っている。今後の日整、国の動向を注視してまいりたい。」

などと述べられた。 

続いて議題の審議に入り、次の４議題が上程され、 

定款第２０条の規定のとおり、全ての議題に対し 

満場一致で可決された。  

議 題 

１.令和７年度事業報告について 

２.令和７年度収支決算（貸借対照表・正味財産増減 

計算書・財産目録・財務諸表に対する注記）及び 

監査報告について 

３.外部理事並びに外部監事の選任について 

４.令和８年度関東ブロック会通常総会の議題に対する 

議決権の一括委任について                    
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あいさつをする箱守志農夫会長
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【茨城県柔道整復師協同組合通常総会】 

組合員数 ２８３名   出席組合員 ４９名、 委任参加 ７２名、 書面参加 １２２名 

定款第４０条の定足数を満たしているので本通常総会は成立した。 

引き続き行われた協同組合通常総会では、始めに山口康理事長があいさつされ、 

協同組合の事業活動および運営にご協力いただいていることへの感謝と、設立当初の 

「相互扶助の精神」を大切にし、共同購買などの事業に積極的に取り組み、今後も 

組合員の皆様の利便性向上に努めることなどを述べられた。

続いて、議題の審議に入り、次の４議題が上程され、 

定款第４０条の規定のとおり、全ての議題に対し 

満場一致で可決された。 

議 題 

１.令和７年度事業報告について 

２.令和７年度収支決算及び財産目録並びに 

監査報告について 

３.令和８年度事業計画について 

４.令和８年度収支予算について

【日本赤十字社茨城県支部柔道整復師会奉仕団定例総会】 

団員数 ２３２名   出席団員 ４７名、 委任参加 ６２名、 書面参加 ９５名 

規則第８条第２項の定足数を満たしているので本定例総会は成立した。 

最後に行われた赤十字奉仕団定例総会では、藤田博美委員長があいさつされ、 

日頃から事業活動および運営にご協力いただいていることへの感謝と、今年で設立 

１６年目を迎え、今後も日本赤十字社茨城県支部と連絡を密に取り、円滑な事業運営 

に務めることなどを述べられた。 

また、近年は日本各地において水害被害や地震被害等自然災害が発生しており、 

我々奉仕団にもいつ要請が来てもおかしくない現状であり、引き続き奉仕団活動への 

ご理解ご協力を求めた。 

続いて議題の審議に入り、次の４議題が上程され、 

規則第８条第２項の規定のとおり、全ての議題に対し 

満場一致で可決された。 

議 題 

１.令和７年度事業報告について 

２.令和７年度収支決算について 

３.令和８年度事業計画について 

４.令和８年度収支予算について 

あいさつをする藤田博美委員長 

（広報委員 朝倉 博幸） 

あいさつをする山口康理事長


